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４月 

5月 

６月 幼保こ小連絡協議会 

７月 

8月 夏期研修会 

 

9月 

10月 

11月 

12月 

月 

1月 幼保こ小連絡協議会 

 

2月 引継ぎ 

3月 引継ぎ・近隣園との交流 

 

東豊中・東豊台・東泉丘小学校 校区 

小学校についての絵本を読みました。教室やお道具箱の中

身など写真が付いた絵本を見て「知ってる！」「これなに？」

「お姉ちゃんの小学校でみたことあるで」等知っていること

をお話ししてくれました。最後には「〇〇小学校にいくねん」

「いっしょやな」「私は〇〇小やで」と友達と小学校の話で盛

り上がり、小学生になることを楽しみにしている様子でした。 

また今後の取り組みとして、園外保育で給食センターへ行

ったり、散歩で近隣の小学校を見に行きたいと考えています。

他に 2クラスを含めた、校区ごとの友達と知り合う経験がで

きるように、少人数で交流する遊びを設けていく予定です。 

園での取り組み 

『持ち物確認』 

就学に向けて、自分で持ち物の準備が

できるよう「持ち物確認表」を作成しまし

た。お家の方にも協力いただき、子どもの

手が届くところに準備物を収納してもら

いました。今まで園で用意していたペー

パータオルで手を拭いていた子ども達も

「ちゃんとハンカチ持ってきたで」と自

分で準備してきたことを報告してくれる 

ようになりました。 

小学校への見通しを持った保育 

子どもの学びをとらえるために、小学校への見通しをもった保育に取り組んできました。今の姿だけ

なく、新しい環境でも『自分の思いを伝える力』や『あきらめずにチャレンジする力』を身に付けるこ

とが大切であることを実感しました。そのためには、小学校での生活を知り、保育に取り入れたり、子

ども達が小学校への期待感を持ったりことが大切と感じ、小学校の先生との交流や子どもの情報を共

有し環境を整えていくことが必要と感じました。今年度小学生との交流をする機会を作ることが難し

かったため、来年度は定期的な交流を持ちたいと思います。 

小学校の先生にこども園に

訪問していただき、活動の

様子をみてもらいました。

今の子ども達の育ちを情報

共有し、小学校へ少しでも

円滑に移行できるようにす

ることをねらいとしていま

す。 


